
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

『節目を大切に』～竹のように「強く、しなやかに、ぐんぐん伸びよう！」 
【お話朝会（オンライン）より】おはようございます。３学期が始まり、１か月が過ぎよ 

うとしています。月日の経つのは早いですね。そのことを表す言葉で、「一月行く（往ぬる）、 

二月逃げる、三月去る」とも言われます。３月２２日に、この南小を卒業していく６年生 

が、クラス全員で卒業までの日めくりカレンダーを作っていました。南っ子全員で、「今年度 

のまとめの３学期」を、そして「次のステージ（進級・進学）に向けての準備の０学期」 

を、一日一日を大切に過ごしていきましょうね。３学期に入ってからも、他の学校の先生方やお家の皆さんなど沢山の方々

が南小に来校されています。そして、南っ子の皆さんの学校生活での様子をご覧になって沢山褒めてくださっています。皆さ

んが協力して頑張っている姿は、大勢の人たちにも伝わっているようで、校長先生や先生方は、とても嬉しく思っています。 

ところで皆さん、２月３日は何の日かわかりますか。ヒントはこれです。【『豆まき』の絵】 そう、 

「節分」です。【『節分』の文字】皆さんも、家で「豆まき」をする人もいるでしょう。恵方巻を 

食べる家もあるかもしれませんね。校長先生の家では、葉のついた柊の枝に焼いた鰯の頭を刺 

したもの（＝「柊鰯」）を玄関に飾ります。ところで「節分」っていったい何ですか。「季節の 

分かれ目」の意味があります。実は、「節分」は一年に４回あります。春夏秋冬の「季節 

の分かれ目」です。でも、皆さんにとっては冬と春の分かれ目の２月３日の「節分」が、一番馴 

染みがありますよね。２月４日は「立春」【『立春』の文字】と言って、暦の上では春になります。 

つまり、季節の分かれ目の「節分」までが冬で、次の日の「立春」からが春なのです。暦の上では春ですが、まだ

まだ寒い日は続きます。くれぐれも体調を崩さないように規則正しい生活を続けてください。 

さて、「節分」の「節」の字には、何か植物が隠されています。ヒントは、「節」は「ふし」とも 

読みます。「たけかんむり」も使われています。そう、答えは「竹」【『竹』の絵】。竹の中は空洞な  

のに、とても強くて丈夫、そしてしなやかで、ちょっとやそっとでは折れません。そして、 

竹の成長にとって大切なのがこの「節」。竹は節からどんどん伸びていきます。中には、１ 

年間で５メートルも伸びる竹もあるそうです。皆さんにとっても大切な「節」。「節目」と 

も言いますが、卒業式や入学式、修了式や始業式が大きな「節目」ですね。皆さんが、自分 

自身の「節目」を大切にするために、しっかりと３学期の自分の目標を大切にして、竹のよ 

うに、強く、しなやかに、ぐんぐんと伸びていってほしいと願っています。昨日の自分より今日の自分が強くな

るために、今日の自分より明日の自分が強くなるために、真っすぐな心で前を向いて努力し続けてください。 

最後に、節分の豆まきといえば「鬼」。「鬼退治」といえば…、昔話では桃太郎。他には誰か思い浮かびますか。 

校長先生は、竈門 炭次郎 少年を思い出しました。校長先生が大好きな 竈門 炭次郎 少年の言葉を紹介しますね。 

 

 

 

 

 

いかがですか。それでは、引き続き「まとめの３学期」、そして「次のステージに向けての準備の０学期」を、最 

後まで『南っ子パワー全集中！』でいきましょう。今日もお話をしっかりと聴いてくれてありがとう。終わります。 

「頑張れ!!  人は心が原動力だから、心はどこまでも強くなれる！！」  

「今はまだ弱くてできないことがたくさんあっても、この強い気持ちを持ち努力し続け 

れば、昨日の自分より確実に強い自分になれる」     （引用：集英社「鬼滅の刃」より）                         

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
 

 令和５年２月７日  
第３６号 学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」  



  

   

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３年生『初めての校外学習！しっかり学んできました！』  
《弓削多醤油「醤遊王国」・明治なるほどファクトリー、他》 

１１月３０日(水)、坂戸市内をめぐる社 

会科見学に行ってきました。３年生にとっ 

ては、念願かなって、小学校入学以来、 

初めての社会科見学となりました。子供 

たちはこの日が来ることを「今か、今か」と 

待ち望んでいて、当日は朝からみんな元 

気いっぱいでバスに乗り込み、出発しまし 

た。まずは、勝呂地区の田園風景の見 

学です。「聖天宮」の迫力に子供たち 

は皆圧倒され、次々と歓喜の声が上がり 

ました。車窓から見える田園地帯では、自 

分たちの住んでいる市内でも土地の様子 

などに違いがあることに気付き、早くもたくさ 

んの学びがありました。 

 次に訪れたのは、「城山荘」です。こ 

こは坂戸市で一番標高が高く、市内を広 

く見渡すことができ、その景色を堪能する 

ことができました。ここでも、市内の様子の 

違いに気付くことができ、子供たちは学習 

記録のメモを取っていました。 

 そして、今回のメインの一つでもある弓削 

多醤油「醤遊王国」の工場見学です。 

醤油の原料や作り方を教えていただいた 

り、実際にその様子を見せていただいたり 

しました。また、醤油の「しぼり体験」と 

いう貴重な経験もさせてもらうことができ、 

醤油を作るのには、様々な工程が必要で 

あることを学びました。普段何気なく使って 

いて、日本で一番身近な調味料と言って 

も過言ではないほど馴染みのある「醤油」 

について、深く学ぶことができました。 

 昼食は、千代田公園で食べることがで 

きました。全員が外でお弁当を食べるということも初めての経験であり、

良い思い出ができました。最後に訪れた「明治なるほどファクトリ

ー」では、チョコレートの製造過程を間近に見ることができました。人気

のお菓子「アポロ」の製造ラインは、宇宙船のような造りで、子供たちは

ワクワクしながら興味深く見学していました。初めての社会科見学で

したが、ルールやマナーをしっかりと守り、充実したものとな

りました。今回学んだことや経験したことを、今後の学校生活

や様々な場面で生かし、さらに成長していけるよう、担任一同

指導してまいりたいと思います。保護者の皆様におかれまして

は、当日のお弁当作りなど、たくさんのご協力をいただいたことに感謝い

たします。誠にありがとうございました。（文：□□ □□ 第３学年主任） 

 

【 ２月の生活目標 】 じょうぶな体をつくろう 

１日(水) 入学説明会、１年 ４時間 

２日(木) 委員会 

３日(金) ５年 社会科見学、教育相談日 

５日(日) ＰＴＡ資源回収「南小の日」 

６日(月) ３～６年 ６時間授業 

７日(火) 児童朝会（クラブ紹介） 

８日(水) なかよしタイム、小中連絡会 

９日(木) クラブ 

１０日(金) ６年 社会科見学 

１５日(水) 長なわ大会（ロング昼休み）、３年 ５時間授業  

１６日(木) クラブ（３年見学）  

２０日(月) 家庭学習チャレンジ週間（～２４日） 

２１日(火) 授業参観・懇談会（１・２・３年・くすのき 

・さくら）、全学年 ５時間、学校運営協議会 

２２日(水) 授業参観・懇談会（４・５・６年） 

全学年 ５時間 

２４日(金) クラブ（最終） 

２８日(火) お話朝会（オンライン） 

※ 詳細は、学年だより等でご確認ください。 

【学校ホームページ】  学校情報を随時更新しています。 

新コーナーも設置しましたので、是非ご覧ください。 

【校長室より】『心の中の鬼払い』 
「鬼は外！福は内！」。「節分」を迎え、我が国 

の伝統文化『豆まき』を行った家庭もあるのでは。 

「言葉の教室」に通う児童たちが、「自分の心の中 

の追い出したい鬼」を書いてくれた。「宿題めんど 

くさい鬼」「好き・嫌い鬼」等々。過去には「怒り 

ん坊鬼」「寝坊すけ鬼」「ゲームしたがり鬼」も。 

なんとも微笑ましい光景に心和まされた。さて、自 

分はと考え、日頃自分に言い聞かせている『おいあ 

くま』を思い浮かべた。「お 怒るな・い 威張る 

な・あ 焦るな・く 腐るな・ま （自分の弱い心 

に）負けるな」。子供たちに倣い、今年も『おいあ 

くま』を胸中に「泰然自若」を心掛けていきたい。 

【『学問の木（楷の木）』に標示を設置！】
南小に聳える『学問の木』。学校だよりで紹介したところ、

市民の皆様も見に来てくださるようになりました。そこで、改め

て標示を立てましたので、お知らせします。【標示文より】 

「この楷の木は、ニ千五百年以上前の中国、孔子廟か

ら命が紡がれ続けてきたものです。儒教の祖、孔子に縁

のあることから『学問の木』と呼ばれています。湯島聖

堂より南小の子供たちの学業 

の充実・発展のため、平成十 

七年に寄贈されました。以来 

南っ子たちの学びの姿を未来 

永劫見守り続けています。」 


